
 科学研究部 第４回広島県科学セミナーでダブル受賞  

 

 ２月１６日(日)に行われた第４回広島県科学セミナー(広島県教育委員会主

催)において，科学研究部地学班が最優秀賞(地学部門)，物理班が優秀賞(物理部

門)を受賞しました。 

 

 地学班は，２年生の高田正徳くんを中心

に庄原市の西城川で化石発掘を行っていま

す。 昨年から比和自然科学博物館（庄原

市）と提携して始めた研究で，将来は千数

百万年前に生息していた古代のクジラ化石

を発見することを目標に活動しています。 

示) 

 今回の科学セミナーでは，これまで博物

館や庄原化石集談会のアドバイスを受けて

研究してきた古クジラに関する内容をまとめて   (比和自然科学博物館の展

発表し，高い評価を受けました。 

 

 ２年生の野地哲平くんを中心に活動して

いる物理班は，気柱共鳴に関する不思議な

現象～筒に棒を入れるとなぜ音が下がるの

か～ を発表し，優秀賞（第２位）を受け

ました。これは５年前からの継続研究で，

昨年夏の第 37 回全国高校総合文化祭(長崎

県島原市)でも発表しました。筒に棒を入れ

てたたくと音が下がるという，単純なのに

非常に不思議な現象を研究したものです。                                 

(物理班の実験風景) 

 両方とも簡単ではないけれど夢のある研究で，これからも研究は続きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


